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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次

第３期

前第３四半期連結

累計期間

第４期

当第３四半期連結

累計期間

第３期

前第３四半期連結

会計期間

第４期

当第３四半期連結

会計期間

第３期

会計期間

自　平成21年

１月１日

至　平成21年

９月30日

自　平成22年

１月１日

至　平成22年

９月30日

自　平成21年

７月１日

至　平成21年

９月30日

自　平成22年

７月１日

至　平成22年

９月30日

自　平成21年

１月１日

至　平成21年

12月31日

売上高 (千円) 1,933,9112,094,615584,855 642,5062,488,964

経常損失 (千円) 461,163 59,041 175,315 56,978 601,716

四半期（当期）純損失 (千円) 927,858 62,056 663,872 68,139 1,248,416

純資産額 (千円) － － 2,482,8472,023,8152,160,458

総資産額 (千円) － － 4,888,7923,855,0264,450,815

１株当たり純資産額 (円) － － 212.41 180.01 184.64

１株当たり四半期

（当期）純損失金額
(円) 80.33 5.56 57.48 6.17 108.09

潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純

利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) － － 50.2 51.6 47.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △160,983△291,474 － － △384,332

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △39,470 △54,153 － － △27,734

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 180,322△219,105 － － 33,455

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(千円) － － 2,911,6371,995,7782,556,344

従業員数 (名) － － 269 231 230

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第３期第３四半期連結累計（会計）期間、第４期第３四半期連結累計（会計）期間および第３期の潜在株式

調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当

期）純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名） 231

（注）　従業員数は、就業人員であります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名） 211

（注）　従業員数は、就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　 事業の種類別セグメントの名称
金額（千円） 前年同四半期比(％)　

　 品目

ＣＡＤ／ＣＡＭシステム等 　 　

　 ＣＡＤ／ＣＡＭ製品 171,928 118.9

　 保守契約・技術サービス 397,341 98.7

　 開発サービス 14,336 57.5

　 計 583,606 102.0

金型製造 54,889 392.0

　 合計 638,496 108.9

（注）　金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円）　 受注残高（千円）

　 品目  　前年同四半期比(％) 　前年同四半期比(％)

ＣＡＤ／ＣＡＭシステム等 　 　 　 　

　 ＣＡＤ／ＣＡＭ製品 162,477 114.1 2,073 57.6

　 保守契約・技術サービス 430,833 115.2 556,842 112.1

　 開発サービス 5,814 23.3 23,670 －

　 計 599,125 110.7 582,586 116.4

金型製造 13,914 14.1 43,754 38.1

　 合計 613,040 95.8 626,340 101.8

（注）　金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　 事業の種類別セグメントの名称
金額（千円） 前年同四半期比(％)

　 品目

ＣＡＤ／ＣＡＭシステム等 　 　

　 ＣＡＤ／ＣＡＭ製品 164,571 112.6

　 保守契約・技術サービス 397,341 98.7

　 開発サービス 9,796 39.3

　 計 571,708 99.7

金型製造 70,797 635.1

　 合計 642,506 109.9

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、新たに発

生した「事業等のリスク」はありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当第３四半期連結会計期間における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析は以下のとおりであ

ります。また、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国からの需要増、また国内では政府主導の消費支援策が奏

功し、企業収益、個人消費ともに緩やかな回復が見られました。しかし同時に、消費者物価の下落、急激な円高傾向、

厳しい雇用情勢と、先行きが懸念されるような材料も多く、予断を許さない状況にあります。また世界経済について

は、中国をはじめ新興国が引き続き好調に推移し、また欧米諸国についても、ドイツ等ユーロ圏主要国および米国に

おいて緩やかなペースで改善いたしました。

　当社グループの主要顧客である金型関連業においては、金型向け工作機械受注が平成22年７～９月累計で前年対

比約４割増（日本工作機械工業会「工作機械受注統計」）、また国内金型生産額においても平成22年７～８月累計

で、前年対比約２割増で推移するなど（経済産業省「機械統計」）、回復の兆しが見られました。ただし、当社顧客

の大半を占める、これら統計に反映されない小規模な金型メーカーにおいては、海外金型メーカーとの価格競争に

よる製品単価の下落を余儀なくされるなど、依然として厳しい状況が続きました。

　このような状況下、当社は既存CAD/CAMパッケージ販売を中核に販売展開し、金型メーカーの生産性と品質を向上

させる製品を提案するとともに、昨年来継続しております経費削減策に取り組んでまいりました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの経営成績は、売上高６億42百万円（前年同四半

期比9.9％増）、営業損失53百万円（前年同四半期は１億74百万円の損失）、経常損失56百万円（前年同四半期は１

億75百万円の損失）、四半期純損失は68百万円（前年同四半期は６億63百万円の損失）となりました。

　事業セグメント別の業績は以下のとおりです。

　

（CAD/CAMシステム事業）

　CAD/CAMシステム事業においては、各支店で販売店と協同してイベントを開催し、販売店との協力体制を強化する

とともに、潜在顧客へのCAD/CAM製品認知度向上を図るための施策を行いました。また研究開発分野では３次元CAM

システム「CAM-TOOL」の追加オプションである５軸マシンシミュレーション機能の開発を進めました。CAMオペ

レータが切削を行う前に５軸加工の複雑な動作をアニメーション表示で確認できることから、より正確なカッター

パスを短時間で生成することが可能となりました。

　これらの結果、CAD/CAMシステム事業の売上高は５億71百万円、営業利益は28百万円となりました。

　

（金型製造事業）

　北米で展開している金型製造事業においては、主要顧客である自動車メーカーの生産台数がリーマン・ショック

前の平成20年の同水準までに回復しており、金型製造事業の売上も前年同期と比較して大きく改善いたしました。

　これらの結果、金型製造事業の売上高は70百万円、営業利益は10百万円となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して５億95百万円減少し、38億55百万円

となりました。主な増加要因は前払費用28百万円および保険積立金35百万円、主な減少要因は現金及び預金５億71

百万円および未収入金85百万円であります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比較して４億59百万円減少し、18億31百万円と

なりました。主な増加要因は買掛金38百万円、賞与引当金35百万円および退職給付引当金39百万円、主な減少要因は

未払金２億９百万円、前受金２億27百万円、短期借入金49百万円および長期借入金82百万円であります。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して、１億36百万円減少し、20億23百万

円となりました。主な減少要因は四半期純損失62百万円および自己株式の取得79百万円であります。

　

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前第３四半期連結会計期間と比較

して９億15百万円減少し、19億95百万円となりました。なお前連結会計年度末と比較して５億60百万円減少してお

ります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金は17百万円の減少（前年同四半期は１億12百万円の減

少）となり、前第３四半期連結会計期間と比較して95百万円の増加となりました。主な要因は、税金等調整前四半期

純損失が２億21百万円減少したことによるものであります。

　

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金は２百万円の減少（前年同四半期は１百万円の増加）と

なり、前第３四半期連結会計期間と比較して３百万円の減少となりました。主な要因は、定期預金の預入が38百万円

の減少および定期預金の引出が48百万円減少したことによるものであります。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金は29百万円の減少（前年同四半期は17百万円の増加）と

なり、前第３四半期連結会計期間と比較して47百万円の減少となりました。主な要因は、短期借入金が70百万円の減

少および長期借入金の返済額が23百万円減少したことによるものであります。

　

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。　

　

　

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億53百万円であります。

　なお、第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,982,579 11,982,579

大阪証券取引所

JASDAQ市場

(スタンダード)

単元株式数　100株

計 11,982,579 11,982,579 － －

（注）　提出日現在の発行数には、平成22年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権等の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

平成19年７月２日の株式移転に際し、当社が平成22年１月１日付吸収合併前の連結子会社である㈱グラ

フィックプロダクツが平成17年３月29日付株主総会決議に基づき発行した新株予約権に代わるものとして

交付した新株予約権

定時株主総会の特別決議日（平成17年３月29日）

　
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 320（注）１、２

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式　単元株式数100株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 32,000（注）２

新株予約権の行使時の払込金額（円） 560（注）３

新株予約権の行使期間
平成19年７月２日から

平成23年３月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価額及び資本組入額（円）

発行価額　　 560（注）３

資本組入額　 280

新株予約権の行使の条件

・各新株予約権の一部行使はできないものとする。

・新株予約権者のうち当社の取締役、執行役員、従業員およ

び当社子会社の取締役は、新株予約権行使時において、当

社または当社子会社の取締役、監査役、執行役員もしくは

従業員としての地位にあることを要する。ただし、任期満

了による退任、定年退職等取締役会が新株予約権の継続

保有を相当と認める場合はこの限りではない。

・新株予約権者が、権利行使期間の到来後に死亡した場合

には、その相続人は、新株予約権を行使することができ

る。

・新株予約権者は、新株予約権の行使に係る払込価額の年

間（１月１日から12月31日）の合計額が1,200万円を超

過することとなる新株予約権の行使はできないものとす

る。

・その他の新株予約権の行使の条件は、当社と新株予約権

者との間で締結する新株予約権割当契約に定めるところ

による。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

２　新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数は、平成18年２月10日開催の取締役会で決議された、

それぞれ950個および95,000株から失権者の分を減じた数であります。
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３　新株予約権発行日後に当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により新株予約権の行使時の

払込金額（以下「行使価額」という。）を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとす

る。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
1 　

分割・併合の比率 　

また、新株予約権発行日後に、時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の算式

により行使価額は調整され、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

　 　

既発行株式数＋

新規発行または

処分株式数
×
１株当たりの払込金額

または譲渡価額

　

　

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１株当たり時価 　

既発行株式数＋新規発行または処分株式数 　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総株増減数

（株）

発行済株式

総数残高

（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金

増減額

（千円）

資本準備金

残高

（千円）

平成22年７月1日～

平成22年9月30日
－ 11,982,579 － 500,000 － 125,000

　

　 

（６）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ(E02120)

四半期報告書

10/32



（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の確認ができず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成22年６月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

　 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　　937,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　11,044,100 110,441 －

単元未満株式 普通株式　 　　　1,479 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 11,982,579 － －

総株主の議決権 － 110,441 －

（注）単元未満株式数には当社所有の自己株式62株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ
東京都渋谷区恵比寿

１丁目19－15
937,000 － 937,000 7.8

計 － 937,000 － 937,000 7.8

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

　
２月

　
３月

　
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高（円） 130 125 121 159 136 126 122 122 206

最低（円） 119 113 111 117 110 102 103 100 97

（注）　最高・最低株価は、平成22年３月31日以前は、ジャスダック証券取引所における株価であり、平成22年４月１日

以降は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場における株価であります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,211,722 1,782,748

受取手形及び売掛金 ※1
 343,728

※1
 345,196

有価証券 824,055 823,596

たな卸資産 ※2
 35,377

※2
 47,110

その他 150,882 217,327

貸倒引当金 △18,506 △35,289

流動資産合計 2,547,260 3,180,689

固定資産

有形固定資産 ※3
 282,601

※3
 274,303

無形固定資産 23,206 25,305

投資その他の資産

投資不動産（純額） ※4
 488,408

※4
 500,057

その他 514,098 470,936

貸倒引当金 △548 △477

投資その他の資産合計 1,001,958 970,517

固定資産合計 1,307,766 1,270,126

資産合計 3,855,026 4,450,815

負債の部

流動負債

買掛金 88,290 49,784

短期借入金 460,040 509,690

未払法人税等 11,092 14,412

賞与引当金 35,697 －

前受金 339,925 567,284

その他 92,867 328,718

流動負債合計 1,027,912 1,469,889

固定負債

長期借入金 259,070 341,600

退職給付引当金 364,142 325,125

役員退職慰労引当金 75,083 70,358

債務保証損失引当金 17,128 21,295

その他 87,874 62,088

固定負債合計 803,298 820,467

負債合計 1,831,211 2,290,357
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 2,166,441 2,166,441

利益剰余金 △451,439 △389,383

自己株式 △208,954 △129,227

株主資本合計 2,006,047 2,147,830

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △613 △2,223

為替換算調整勘定 △17,158 △12,998

評価・換算差額等合計 △17,771 △15,222

少数株主持分 35,540 27,850

純資産合計 2,023,815 2,160,458

負債純資産合計 3,855,026 4,450,815
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,933,911 2,094,615

売上原価 575,809 703,463

売上総利益 1,358,102 1,391,152

販売費及び一般管理費 ※1
 1,831,340

※1
 1,466,072

営業損失（△） △473,238 △74,920

営業外収益

受取利息 3,526 3,406

受取配当金 934 922

不動産賃貸料 70,905 70,074

その他 14,495 19,104

営業外収益合計 89,862 93,508

営業外費用

支払利息 10,706 8,561

不動産賃貸費用 58,294 58,140

その他 8,786 10,928

営業外費用合計 77,788 77,629

経常損失（△） △461,163 △59,041

特別利益

固定資産売却益 － 1,289

貸倒引当金戻入額 17,208 15,572

賞与引当金戻入額 23,720 －

債務保証損失引当金戻入額 4,166 4,166

その他 2,670 －

特別利益合計 47,766 21,028

特別損失

固定資産売却損 1,701 －

固定資産除却損 33,742 33

減損損失 87,187 －

投資有価証券評価損 － 1,997

特別損失合計 122,631 2,031

税金等調整前四半期純損失（△） △536,029 △40,044

法人税、住民税及び事業税 13,964 12,228

法人税等調整額 375,232 △660

法人税等合計 389,196 11,568

少数株主利益 2,632 10,443

四半期純損失（△） △927,858 △62,056
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 584,855 642,506

売上原価 172,296 220,969

売上総利益 412,559 421,536

販売費及び一般管理費 ※1
 587,303

※1
 475,520

営業損失（△） △174,744 △53,983

営業外収益

受取利息 652 894

不動産賃貸料 23,552 23,277

その他 8,593 5,219

営業外収益合計 32,798 29,392

営業外費用

支払利息 3,480 2,695

為替差損 9,602 7,980

不動産賃貸費用 20,285 20,548

その他 1 1,162

営業外費用合計 33,369 32,387

経常損失（△） △175,315 △56,978

特別利益

貸倒引当金戻入額 15,886 －

債務保証損失引当金戻入額 1,388 1,388

特別利益合計 17,275 1,388

特別損失

固定資産除却損 33,508 －

減損損失 87,187 －

投資有価証券評価損 － 1,997

特別損失合計 120,695 1,997

税金等調整前四半期純損失（△） △278,736 △57,587

法人税、住民税及び事業税 3,477 4,399

法人税等調整額 389,373 △1,822

法人税等合計 392,850 2,577

少数株主利益又は少数株主損失（△） △7,714 7,974

四半期純損失（△） △663,872 △68,139
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △536,029 △40,044

減価償却費 55,794 47,130

減損損失 87,187 －

のれん償却額 8,437 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,243 △16,712

賞与引当金の増減額（△は減少） 39,718 35,697

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33,715 39,016

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,538 4,725

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △4,166 △4,166

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,997

受取利息及び受取配当金 △4,461 △4,329

支払利息 10,706 8,561

受取賃貸料 － △70,074

その他の営業外損益（△は益） － 47,210

固定資産除売却損益（△は益） 35,443 △1,255

売上債権の増減額（△は増加） 311,569 △793

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,577 8,369

仕入債務の増減額（△は減少） 1,204 40,271

前受金の増減額（△は減少） △54,993 △214,427

未払金の増減額（△は減少） － △214,718

その他 △163,440 40,968

小計 △173,440 △292,573

利息及び配当金の受取額 4,433 4,438

利息の支払額 △10,911 △9,436

賃貸料の受取額 － 70,074

法人税等の支払額 △18,649 △13,825

法人税等の還付額 37,584 －

その他 － △50,151

営業活動によるキャッシュ・フロー △160,983 △291,474
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △201,504 －

定期預金の払戻による収入 206,006 －

有形固定資産の取得による支出 △2,631 △8,207

有形固定資産の売却による収入 714 1,289

無形固定資産の取得による支出 △11,133 △849

投資有価証券の売却による収入 2,268 2,359

短期貸付けによる支出 △950 －

短期貸付金の回収による収入 474 －

長期貸付けによる支出 △1,000 －

長期貸付金の回収による収入 3,251 1,605

敷金及び保証金の差入による支出 △10,477 △17,251

敷金及び保証金の回収による収入 12,707 2,500

保険積立金の積立による支出 △37,193 △35,599

投資活動によるキャッシュ・フロー △39,470 △54,153

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 20,000 △20,000

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △170,550 △112,180

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,772 △6,658

自己株式の取得による支出 － △79,726

配当金の支払額 △57,935 △350

少数株主への配当金の支払額 △5,420 △189

財務活動によるキャッシュ・フロー 180,322 △219,105

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,511 △5,833

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △17,619 △570,566

現金及び現金同等物の期首残高 2,929,257 2,566,344

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,911,637

※1
 1,995,778
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

連結の範囲に関する事項の変更

(1）連結の範囲の変更

平成22年１月１日付で当社が連結子会社２社を吸収合併したことに伴い、連結子会社の数は２社減少しておりま

す。

(2）変更後の連結子会社の数

５社　

　 

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

1. 前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の小計「その他」に含めていた「未

払金の増減額（△は減少）」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしており

ます。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の小計「その他」に含まれる「未

払金の増減額（△は減少）」は△49,326千円であります。

2. 前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の小計「その他」に含めていた不動

産賃貸に係る収入「賃貸料の受取額」および同支出「その他」は、キャッシュ・フローの状況をより適切に表示する

ため、当第３四半期連結累計期間では小計以下に区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結累計期間

の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の小計「その他」に含まれる「賃貸料の受取額」および「その他」は、そ

れぞれ70,905千円、△46,495千円であります。

　

　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）　

（賞与引当金）

　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

　なお、連結会計年度末においては、支給対象期間に対応する賞与は、連結会計年度末に支給されることとなっているた

め、賞与引当金は発生いたしません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※１　　　　――――――――― ※１　連結会計年度末日満期手形は手形交換日をもって決

済処理をしております。なお、当連結会計年度の末日

は金融機関の休日のため、次のとおり連結会計年度

末日満期手形が当連結会計年度末残高に含まれてお

ります。

受取手形 3,339千円
　

※２　たな卸資産の内訳 ※２　たな卸資産の内訳

商品及び製品 13,867千円

仕掛品 17,155千円

原材料及び貯蔵品 4,353千円

商品及び製品 10,698千円

仕掛品 33,163千円

原材料及び貯蔵品 3,247千円

※３　有形固定資産の減価償却累計額 ※３　有形固定資産の減価償却累計額

　 171,666千円 　 151,674千円

　

※４　投資不動産の減価償却累計額 ※４　投資不動産の減価償却累計額

　 200,528千円 　 188,879千円

　

　 

（四半期連結損益計算書関係）

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 498,972千円

賞与引当金繰入額 36,305千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,538千円

退職給付費用 53,292千円

貸倒引当金繰入額 9,203千円

研究開発費 462,703千円

のれん償却額 8,437千円

給与手当 346,870千円

賞与引当金繰入額 13,763千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,400千円

退職給付費用 17,005千円

研究開発費 452,632千円

　

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 163,375千円

賞与引当金繰入額 21,250千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,035千円

退職給付費用 16,787千円

研究開発費 150,463千円

のれん償却額 2,812千円

給与手当 113,395千円

賞与引当金繰入額 13,628千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,675千円

退職給付費用 5,153千円

研究開発費 153,258千円

貸倒引当金繰入額 2,199千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,117,222千円

現金同等物に含める有価証券 835,919千円

計 2,953,141千円

預入期間３か月超の定期預金 △41,504千円

現金及び現金同等物 2,911,637千円

現金及び預金 1,211,722千円

現金同等物に含める有価証券 824,055千円

計 2,035,778千円

預入期間３か月超の定期預金 △40,000千円

現金及び現金同等物 1,995,778千円

　 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 11,982,579

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式（株） 937,062

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

該当事項はありません。

　

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　
CAD／CAM
システム等
(千円)　

金型製造
(千円)　

計
(千円)　

消去又は全社
(千円)　

連結
(千円)　

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 573,707 11,148 584,855 － 584,855

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 573,707 11,148 584,855 － 584,855

営業損失（△） △135,004△15,864△150,869（23,875） △174,744

（注）１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主な製品

(1) CAD／CAMシステム等………………CAD/CAM製品、保守契約サービス、開発サービス

(2) 金型製造……………………………金型製造請負事業

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　
CAD／CAM
システム等
(千円)

金型製造
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 571,708 70,797 642,506 － 642,506

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 571,708 70,797 642,506 － 642,506

営業利益又は営業損失（△） 28,606 10,989 39,596（93,580）　 △53,983

（注）１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主な製品

(1) CAD／CAMシステム等………………CAD／CAM製品、保守契約サービス、開発サービス

(2) 金型製造……………………………金型製造請負事業
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前第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

　
CAD／CAM
システム等
(千円)　

金型製造
(千円)　

計
(千円)　

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,742,777191,1341,933,911 － 1,933,911

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,742,777191,1341,933,911 － 1,933,911

営業利益又は営業損失（△） △405,736 9,586 △396,150（77,088） △473,238

（注）１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主な製品

(1) CAD／CAMシステム等………………CAD/CAM製品、保守契約サービス、開発サービス

(2) 金型製造……………………………金型製造請負事業

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

　
CAD／CAM
システム等
(千円)　

金型製造
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,870,802223,8132,094,615 － 2,094,615

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,870,802223,8132,094,615 － 2,094,615

営業利益又は営業損失（△） 208,742 16,035 224,778（299,699） △74,920

（注）１　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分に属する主な製品

(1) CAD／CAMシステム等………………CAD／CAM製品、保守契約サービス、開発サービス

(2) 金型製造……………………………金型製造請負事業　
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　
日本
(千円)

北米
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に

対する売上高
546,264 27,588 11,003 584,855 － 584,855

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
10,473 － △36 10,437（10,437） －

計 556,738 27,588 10,966 595,292（10,437） 584,855

営業損失（△） △129,659△16,992 △4,217△150,869（23,875） △174,744

（注）１　地域は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　
日本
(千円)　

北米
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に

対する売上高
522,260 79,756 40,488 642,506 － 642,506

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
20,593 － 36 20,630（20,630） －

計 542,854 79,756 40,524 663,136（20,630） 642,506

営業利益又は

営業損失（△）
22,738 7,318 9,538 39,596（93,580） △53,983

（注）１　地域は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ
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前第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

　
日本
(千円)

北米
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に

対する売上高
1,640,646240,523 52,7421,933,911 － 1,933,911

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
46,230 － 706 46,936（46,936） －

計 1,686,876240,523 53,4481,980,848（46,936） 1,933,911

営業利益又は

営業損失（△）
△398,322 7,771 △5,598△396,150（77,088） △473,238

（注）１　地域は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ　

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

　
日本
(千円)

北米
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に

対する売上高
1,759,817262,238 72,5592,094,615 － 2,094,615

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
50,924 － 138 51,062（51,062） －

計 1,810,741262,238 72,6972,145,677（51,062） 2,094,615

営業利益又は

営業損失（△）
207,353 9,033 8,391 224,778（299,699） △74,920

（注）１　地域は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ　
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 27,808 32,616 98 60,522

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 584,855

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
4.8 5.6 0.0 10.3

（注）１　国又は地域の区分は、所在地別セグメント情報（注）１に同じであります。

２　各区分に属する地域の主な内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ、中国、韓国

その他……メキシコ

３　海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高の合計額（但し連結会社間の内部売上

高は除く）であります。

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 80,089 71,803 132 152,025

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 642,506

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
12.5 11.2 0.0 23.7

（注）１　国又は地域の区分は、所在地別セグメント情報（注）１に同じであります。

２　各区分に属する地域の主な内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ、中国、韓国

その他……メキシコ

３　海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高の合計額（但し連結会社間の内部売上

高は除く）であります。
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前第３四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 241,543 131,515 1,048 374,107

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 1,933,911

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
12.5 6.8 0.1 19.3

（注）１　国又は地域の区分は、所在地別セグメント情報（注）１に同じであります。

２　各区分に属する地域の主な内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ、中国、韓国

その他……チェコ、メキシコ

３　海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高の合計額（但し連結会社間の内部売上

高は除く）であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 263,133 202,091 601 465,826

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 2,094,615

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
12.6 9.6 0.0 22.2

（注）１　国又は地域の区分は、所在地別セグメント情報（注）１に同じであります。

２　各区分に属する地域の主な内訳は次のとおりであります。

北　米……米国、カナダ

アジア……タイ、中国、韓国

その他……チェコ、ポーランド、メキシコ

３　海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高の合計額（但し連結会社間の内部売上

高は除く）であります。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

　 　 　

１株当たり純資産額 180.01円

　 　 　

１株当たり純資産額 184.64円

　

２　１株当たり四半期純損失金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

　 　 　

１株当たり四半期純損失金額 80.33円

　 　 　

１株当たり四半期純損失金額 5.56円

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純

損失であるため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失(千円) 927,858 62,056

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純損失(千円) 927,858 62,056

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,550 11,160

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株

式について前連結会計年度末から重要な変動があ

る場合の概要

－ －　
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　 　 　

１株当たり四半期純損失金額 57.48円

　 　 　

１株当たり四半期純損失金額 6.17円

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純

損失であるため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失(千円) 663,872 68,139

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純損失(千円) 663,872 68,139

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,550 11,045

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株

式について前連結会計年度末から重要な変動があ

る場合の概要

－ －　

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成21年11月12日

アルファホールディングス株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 鈴　木　一　宏　　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 藤　原　道　夫　　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 齊　藤　直　人　　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているア

ルファホールディングス株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３

四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成

21年１月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アルファホールディングス株式会社

及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及

び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　
　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

平成22年11月８日

株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 小　渕　輝　生　　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 川　畑　秀　二　　　印

　

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社Ｃ＆Ｇシステムズの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年１月

１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ及び連結

子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四

半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以　上

　
　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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